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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第106期
第２四半期
連結累計期間

第107期
第２四半期
連結累計期間

第106期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （百万円） 37,581 42,490 81,809

経常利益 （百万円） 988 1,758 3,887

四半期（当期）純利益 （百万円） 582 1,277 2,005

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 792 1,320 1,512

純資産額 （百万円） 43,963 45,513 44,435

総資産額 （百万円） 81,168 83,889 84,069

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 20.75 45.32 71.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 20.71 45.15 71.25

自己資本比率 （％） 53.6 53.8 52.4

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 2,138 5,045 6,360

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △1,565 △3,182 △4,086

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 1,309 △357 531

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 11,334 13,617 12,095

　

回次
第106期
第２四半期
連結会計期間

第107期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 26.63 20.25

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　第107期第１四半期連結累計期間より金額の表示単位を変更したため、経営指標等に記載されている事項の金

額について、従来、千円単位で表示していた事項を百万円単位に組み替えて表示しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている
事業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（自動車部品関連事業）
当第２四半期連結会計期間において、持分の100％の取得が完了した「常州恒業軸瓦材料有限公司」を
連結子会社としております。

この結果、平成24年９月30日現在では、当社グループは、当社、連結子会社16社、持分法適用関連会社１
社、持分法を適用しない非連結子会社２社及び持分法を適用しない関連会社１社により構成されること
となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する
事項のうち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券
報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の締結は行われておりません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも
のであります。

(1)　業績の状況
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興もあり、緩やかな景気の
持ち直しが見られましたが、一方では、ユーロ圏の信用不安、円高の定着等の懸念事項を抱えた状況が
続きました。
当第２四半期連結累計期間における業績は、国内はエコカー補助金、海外は北米市場の回復や新興国
市場の成長による自動車需要増加に加え、新規顧客からの受注や収益向上活動の結果、増収増益を確保
することが出来ました。一方、継続する円高や中国の経済成長鈍化、エコカー補助金の終了などの減収
要因により当初計画を下回る決算となりました。
足下は、中国や欧州経済の減速、潜在する多くの国内外の不確定要因により、期末に向けて業績見通
しをつけ難い状況にはありますが、新規拡販活動および合理化活動の継続により、通期の収益確保を進
めてまいります。

①売上高
当第２四半期連結累計期間の売上高は42,490百万円となり、前年同四半期に比べ4,908百万円の増収
（前年同四半期比13.1％増）となりました。

②営業利益
当第２四半期連結累計期間の営業利益は1,755百万円となり、前年同四半期に比べ866百万円の増益
(前年同四半期比97.4％増)となりました。

③経常利益
当第２四半期連結累計期間の経常利益は1,758百万円となり、前年同四半期に比べ769百万円の増益
(前年同四半期比77.8％増)となりました。

④四半期純利益
当第２四半期連結累計期間の四半期純利益は1,277百万円となり、前年同四半期に比べ694百万円の
増益(前年同四半期比119.3％増)となりました。

セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。
①自動車部品関連事業

自動車部品関連事業においては、売上高が36,460百万円となり、前年同四半期に比べ3,670百万円の
増収（前年同四半期比11.2％増）となりました。

②自動車製造用設備関連事業
自動車製造用設備関連事業においては、売上高が5,928百万円となり、前年同四半期に比べ1,231百万
円の増収（前年同四半期比26.2％増）となりました。
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(2)　財政状態の分析
①流動資産
当第２四半期連結会計期間末における流動資産は38,893百万円であり、前連結会計年度末に比べ370

百万円減少しております。現金及び預金の1,448百万円の増加、受取手形及び売掛金の2,114百万円の減
少が主な要因であります。
②固定資産
当第２四半期連結会計期間末における固定資産は44,996百万円であり、前連結会計年度末に比べ190

百万円増加しております。のれんの325百万円の増加、投資有価証券の258百万円の減少が主な要因であ
ります。
③流動負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は21,117百万円であり、前連結会計年度末に比べ848
百万円増加しております。１年内返済予定の長期借入金の2,000百万円の増加、支払手形及び買掛金の
1,110百万円の減少が主な要因であります。

④固定負債
当第２四半期連結会計期間末における固定負債は17,258百万円であり、前連結会計年度末に比べ
2,106百万円減少しております。長期借入金の1,904百万円の減少が主な要因であります。

⑤純資産
当第２四半期連結会計期間末における純資産は45,513百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,078
百万円増加しております。利益剰余金の927百万円の増加が主な要因であります。

(3)　キャッシュ・フローの状況
当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、13,617百万円と
なり、前年同四半期連結累計期間に比べ2,283百万円増加（前年同四半期比20.1％増）いたしました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)
営業活動の結果得られた資金は、5,045百万円となり、前年同四半期連結累計期間に比べ2,907百万円
増加（前年同四半期比135.9％増）いたしました。これは主に、売上債権の減少2,758百万円によるもの
です。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)
投資活動の結果使用した資金は、3,182百万円となり、前年同四半期連結累計期間に比べ1,617百万円
増加（前年同四半期比103.4％増）いたしました。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加
499百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得による支出436百万円、定期預金の払戻による
収入の減少377百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)
財務活動の結果使用した資金は、357百万円となり、前年同四半期連結累計期間に比べ1,666百万円増
加いたしました。これは主に、長期借入れによる収入の減少3,601百万円、長期借入金の返済による支出
の減少1,958百万円によるものです。

(4)　研究開発活動
当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,642百万円であります。
なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり
ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,400,000

計 48,400,000

　

②　【発行済株式】
　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 28,413,657 28,413,657

東京証券取引所

(市場第一部)

名古屋証券取引所

(市場第一部)

単元株式数は100株
であります。

計 28,413,657 28,413,657－ －

(注)　提出日現在の発行数には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行
された株式数は、含まれておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
88,00028,413,657 37 6,278 37 9,908

(注)　新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 9,676 34.06

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 1,427 5.02

日本発条株式会社 神奈川県横浜市金沢区福浦３丁目10 1,344 4.73

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,234 4.34

豊田通商株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅４丁目９番地８ 1,071 3.77

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口９)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 714 2.51

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 579 2.04

大豊工業従業員持株会 愛知県豊田市緑ヶ丘３丁目65番地 498 1.75

ＣＢＮＹ　ＤＦＡ　ＩＮＴＬ　ＳＭ
ＡＬＬ　ＣＡＰ　ＶＡＬＵＥ　ＰＯ
ＲＴＦＯＬＩＯ

東京都品川区東品川２丁目３番14号 425 1.50

野々山　秀 夫 愛知県豊田市 305 1.07

計 ― 17,275 60.80

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　1,234千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９)　　 714千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　579千株

(7) 【議決権の状況】
①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 153,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,232,500 282,325 －

単元未満株式 普通株式 27,857 － －

発行済株式総数 　 28,413,657 － －

総株主の議決権 － 282,325 －

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が次の通り含まれております。
　　　自己保有株式　　　　　　　　　　87株

②　【自己株式等】
平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大豊工業株式会社
愛知県豊田市緑ヶ丘

３丁目65番地
153,300 － 153,300 0.54

計 － 153,300 － 153,300 0.54

　

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

（１）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平
成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　
（２）当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額は、従来、千円単位で記載しており

ましたが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更
いたしました。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１
日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,567 14,016

受取手形及び売掛金 15,204 13,089

電子記録債権 2,389 2,464

有価証券 299 199

商品及び製品 2,070 2,076

仕掛品 1,677 1,911

原材料及び貯蔵品 2,494 2,602

繰延税金資産 1,170 1,080

その他 1,397 1,457

貸倒引当金 △7 △5

流動資産合計 39,263 38,893

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 24,781 25,278

減価償却累計額 △14,415 △14,923

建物及び構築物（純額） 10,366 10,355

機械装置及び運搬具 67,319 69,312

減価償却累計額 △54,730 △56,361

機械装置及び運搬具（純額） 12,589 12,950

工具、器具及び備品 14,239 14,606

減価償却累計額 △13,486 △13,698

工具、器具及び備品（純額） 753 907

土地 12,971 12,980

リース資産 165 203

減価償却累計額 △69 △89

リース資産（純額） 95 113

建設仮勘定 3,567 3,010

有形固定資産合計 40,342 40,317

無形固定資産

のれん － 325

リース資産 57 52

その他 557 738

無形固定資産合計 615 1,117

投資その他の資産

投資有価証券 2,102 1,844

繰延税金資産 726 693

その他 1,052 1,058

貸倒引当金 △34 △34

投資その他の資産合計 3,847 3,561

固定資産合計 44,805 44,996

資産合計 84,069 83,889
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,314 11,204

短期借入金 300 368

1年内返済予定の長期借入金 842 2,842

リース債務 55 58

未払費用 4,072 4,771

未払法人税等 263 261

役員賞与引当金 154 75

その他 2,265 1,536

流動負債合計 20,269 21,117

固定負債

長期借入金 16,965 15,061

リース債務 97 108

繰延税金負債 409 399

退職給付引当金 1,344 1,220

役員退職慰労引当金 269 201

資産除去債務 108 108

その他 169 158

固定負債合計 19,364 17,258

負債合計 39,633 38,376

純資産の部

株主資本

資本金 6,213 6,278

資本剰余金 9,682 9,747

利益剰余金 30,770 31,698

自己株式 △190 △190

株主資本合計 46,476 47,533

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 395 252

為替換算調整勘定 △2,835 △2,674

その他の包括利益累計額合計 △2,440 △2,422

新株予約権 95 72

少数株主持分 304 329

純資産合計 44,435 45,513

負債純資産合計 84,069 83,889
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 37,581 42,490

売上原価 31,254 34,993

売上総利益 6,327 7,496

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 382 460

役員報酬 166 154

従業員給料 1,194 1,190

賞与 369 353

退職給付費用 122 118

法定福利費 196 181

福利厚生費 218 227

役員退職慰労引当金繰入額 44 41

役員賞与引当金繰入額 74 75

賃借料 156 103

旅費及び交通費 98 123

減価償却費 145 167

研究開発費 1,412 1,642

その他 855 898

販売費及び一般管理費合計 5,438 5,740

営業利益 889 1,755

営業外収益

受取利息 23 19

受取配当金 17 17

投資有価証券売却益 64 －

負ののれん償却額 96 63

持分法による投資利益 61 12

その他 157 115

営業外収益合計 420 229

営業外費用

支払利息 123 103

その他 198 123

営業外費用合計 321 226

経常利益 988 1,758

EDINET提出書類

大豊工業株式会社(E02199)

四半期報告書

10/20



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

特別利益

新株予約権戻入益 30 15

固定資産売却益 4 1

受取保険金 － ※１
 24

特別利益合計 35 41

特別損失

災害による損失 20 ※１
 49

投資有価証券評価損 22 14

その他 1 3

特別損失合計 44 66

税金等調整前四半期純利益 979 1,732

法人税、住民税及び事業税 202 288

法人税等調整額 175 146

法人税等合計 378 435

少数株主損益調整前四半期純利益 601 1,297

少数株主利益 19 20

四半期純利益 582 1,277
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 601 1,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △85 △142

為替換算調整勘定 268 171

持分法適用会社に対する持分相当額 8 △5

その他の包括利益合計 191 23

四半期包括利益 792 1,320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 779 1,295

少数株主に係る四半期包括利益 12 25
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 979 1,732

減価償却費 2,488 2,403

負ののれん償却額 △96 △63

退職給付引当金の増減額（△は減少） △157 △124

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △100 △68

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △78 △78

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △2

受取利息及び受取配当金 △40 △37

支払利息 123 103

受取保険金 － △24

投資有価証券評価損益（△は益） 22 14

投資有価証券売却損益（△は益） △64 －

固定資産除却損 78 26

固定資産売却損益（△は益） △5 △5

持分法による投資損益（△は益） △61 △12

売上債権の増減額（△は増加） △383 2,375

たな卸資産の増減額（△は増加） △454 △216

仕入債務の増減額（△は減少） 573 △1,257

未払消費税等の増減額（△は減少） △72 149

その他 △23 390

小計 2,710 5,305

利息及び配当金の受取額 80 84

利息の支払額 △122 △103

保険金の受取額 － 24

法人税等の支払額 △529 △265

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,138 5,045

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △78 △89

定期預金の払戻による収入 549 172

有価証券の償還による収入 300 100

投資有価証券の取得による支出 △0 △4

投資有価証券の売却による収入 172 －

有形固定資産の取得による支出 △2,378 △2,878

有形固定資産の売却による収入 39 26

貸付けによる支出 △3 △6

貸付金の回収による収入 4 4

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得に
よる支出

－ △436

関係会社出資金の払込による支出 △123 △32

その他 △46 △37

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,565 △3,182
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 239

短期借入金の返済による支出 △0 △300

長期借入れによる収入 4,000 398

長期借入金の返済による支出 △2,375 △417

自己株式の取得による支出 － △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △24 △30

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 100

配当金の支払額 △281 △336

少数株主への配当金の支払額 △4 △10

その他 △5 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,309 △357

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 16

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,888 1,521

現金及び現金同等物の期首残高 9,445 12,095

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 11,334

※１
 13,617
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

当第２四半期連結会計期間より、持分の100％の取得が完了した「常州恒業軸瓦材料有限公司」を
連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１
日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお
ります。
これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整
前四半期純利益はそれぞれ20百万円増加しております。

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)
※１  受取保険金・災害による損失は、主に当社の連結子会社である大豊工業(煙台)有限公司の工場の火災

によるものであります。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は
次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 11,806百万円 14,016百万円

有価証券勘定 99百万円 199百万円

計 11,906百万円 14,215百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金、定期積金 △471百万円 △398百万円

償還期間が３ヶ月を超える債券等 △99百万円 △199百万円

現金及び現金同等物 11,334百万円 13,617百万円

(株主資本等関係)
前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月15日
定時株主総会

普通株式 280 10.00平成23年３月31日 平成23年６月16日 利益剰余金

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期
間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月27日
取締役会

普通株式 280 10.00平成23年９月30日 平成23年11月25日 利益剰余金

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月13日
定時株主総会

普通株式 337 12.00平成24年３月31日 平成24年６月14日 利益剰余金

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期
間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 339 12.00平成24年９月30日 平成24年11月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)
【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）
１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額

自動車部品

関連事業

自動車製造

用設備関連

事業

計

売上高 　 　 　
　 　

　 　

  外部顧客への売上高 32,789 4,696 37,485 96 37,581 － 37,581

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 76 76 613 690 △690 －

計 32,789 4,772 37,562 710 38,272 △690 37,581

セグメント利益 2,805 358 3,163 74 3,238△2,348 889

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・作業改善コンサルティ
ング・自動車部品の物流・梱包等のサービス等を含んでおります。

     ２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△2,348百万円は、主に全社費用
（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）
１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額

自動車部品

関連事業

自動車製造

用設備関連

事業

計

売上高 　 　 　
　 　

　 　

  外部顧客への売上高 36,460 5,928 42,388 102 42,490 － 42,490

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 365 365 646 1,012△1,012 －

計 36,460 6,293 42,754 749 43,503△1,012 42,490

セグメント利益 3,644 609 4,254 62 4,316△2,560 1,755

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・梱
包等のサービス等を含んでおります。

     ２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△2,560百万円は、主に全社費用
（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（のれんの金額の重要な変動）
「自動車部品関連事業」セグメントにおいて、「常州恒業軸瓦材料有限公司」の全持分を取得したこと
により、のれんの金額に重要な変動が生じております。当第２四半期連結累計期間に発生したのれんの額は
334百万円であります。

３  報告セグメントの変更等に関する事項
会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税
法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づ
く方法に変更しております。
当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「自動車部品関連事業」のセグメン

ト利益が16百万円増加し、「自動車製造用設備関連事業」のセグメント利益が３百万円増加し、「その他」
のセグメント利益が０百万円増加しております。
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(企業結合等関係)
当第２四半期連結会計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

取得による企業結合
(１) 企業結合の概要

① 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　　常州恒業軸瓦材料有限公司
事業の内容　　　　　自動車部品関連事業

② 企業結合を行った主な理由

安価で高品質な軸受素材を中国で生産し素材工程から加工工程までの軸受製造の一貫生産を海外で実
現すると共に、日本における軸受素材の製造技術を移転することで製品領域を拡げ、中国市場のシェア拡
大を図るためであります。

③ 企業結合日

平成24年７月１日

④ 企業結合の法的形式並びに結合後企業の名称

企業結合の法的形式　　現金を対価とする持分取得
結合後企業の名称　　　常州恒業軸瓦材料有限公司

⑤ 取得した持分比率

100％

⑥ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として常州恒業軸瓦材料有限公司の持分を取得したためであります。

(２) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

常州恒業軸瓦材料有限公司の決算日は12月31日であるため、企業結合日時点の貸借対照表のみ連結し、
損益計算書は含んでおりません。

(３) 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金 436百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 18百万円

(４) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

334百万円
なお、当第２四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可
能な合理的情報に基づき暫定的な会計処理を行っております。

② 発生原因

取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんと
して計上しております。

③ 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却
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(１株当たり情報)
１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算
定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 20.75円 45.32円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 582 1,277

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 582 1,277

普通株式の期中平均株式数(株) 28,069,518 28,182,241

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20.71円 45.15円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 45,986 100,826

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第107期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年10月30日開催の取
締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当
を行うことを決議いたしました。

① 中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　339百万円

② １株当たりの中間配当金　　　　　　　　　 12円00銭

③ 効力発生日ならびに支払開始日　　 平成24年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月14日

大豊工業株式会社

取　締　役　会　御　中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　川　原　光　爵   

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　戸　田　　　栄   

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大豊
工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大豊工業株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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